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――初めての市長選立候補
で現職を破り当選した。
幸手市は人口が減少傾向にあ

り、財政状態が非常に厳しいこ
となどから、８年前に久喜市な
どとの合併計画が破綻した。そ
れ以来県内で取り残された地域
となり、まちづくりや行政の方
向性が定まらなかった。まちに
活力を取り戻し、若い世代を呼
び戻せる暮らしやすい都市にす
べく、事業仕分けによるムダの
排除や公共投資の効率化を目指
していく。

――行政のスリム化と財政
再建はどう実行するのか。
まず職員数を削減する。今後

５年で100人の自然退職が見
込まれるなか、採用人数を60
人に絞る。市長は公用車を廃止
し、報酬を４年間で1000万円
削減する。３億円の支出削減が
可能と見ている。
市民にも負担を強いることに

圏央道の幸手インターチェン
ジ周辺では埼玉県企業局が47
haに及ぶ広大な産業団地を造
成中だ。圏央道は東名高速道路
から常磐自動車道まで首都圏を
一周するバイパスであるうえ、
都心にも近い物流の要所とな
る。現在、県と共同で企業誘致
を進めており、雇用の確保につ
ながると期待している。
長期的にはインターチェンジ
と産業団地をまちづくりの核と
なるよう生かしていきたい。駅
からインターチェンジにつなが
る道路を整備し、現在市内に少
ないショッピングモールなどを
誘致することで、暮らしやすい
街にできればと考えている。

――人を呼び込める街を目
指す？
人口が増えることは街にとっ
て良いことだ。若い世代には都
内にも通える住み心地を重視
し、高齢者には安心・安全のま
ちづくりを進めていく。
（聞き手は
 さいたま支局　朝田　賢治）

なる部分もある。これまで基金
を取り崩して補っていた介護保
険料は値上げをすることを検討
している。一方、国保税は引き
下げることでバランスをとる考
えだ。高齢者福祉は住民の力を
借り、防犯パトロールや安否確
認などコミュニティーづくりを
進めることで、お金をかけずに
住みよい環境を整備していきた
い。

――まちづくりの方向は。
選挙で大きな論点となったの
が、現在平面駅舎となっている
東武日光線幸手駅周辺の開発
だ。市街化が進んでいる東口に
対し、西口は開発されておらず、
これまで市は西口の区画整理事
業を進めてきた。私は市長選で、
20～30年かかる区画整理より
も、駅を橋上化することで自由
通路を設けることを優先する政
策を掲げた。費用は20億円程
度に上るが、駅を中心とした市
街の活性化の効果が最も早く期
待できる。東武鉄道側と交渉を
進め、実現させたい。

――首都圏中央連絡自動車
道（圏央道）の開通が近づい
ている。
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職員40人削減で３億円支出減
圏央道開通を軸にまちづくり

埼玉県幸手市長　渡辺　邦夫氏

埼玉県幸手市　県東北部に位置
し、かつては日光街道の宿場街

として栄えた。市を貫通する首

都圏中央連絡自動車道の建設が

進む。人口約５万３千人。




